
２０２６年１月２５日 ガラテヤ２：１－１０ 

説教題 「おもだった人たち」 

 

    【今日の説教から】 

あのダマスコ途上の劇的な回心から後、パウロが使徒としての活動をするに至って、ガラテ

ヤ書によれば長い時が過ぎていたことが分かります。使徒行伝ではすっと書かれているこ

とですが、パウロが何を重んじていたのかが分かり、興味深いです。 

「異邦人の間に宣べ伝えさせるために、御子をわたしの内に啓示して下さった時、わたしは

直ちに、血肉に相談もせず、また先輩の使徒たちに会うためにエルサレムにも上らず、アラ

ビヤに出て行った。それから再びダマスコに帰った。その後三年たってから、わたしはケパ

をたずねてエルサレムに上り、彼のもとに十五日間、滞在した」…「その後十四年たってか

ら、わたしはバルナバと一緒に、テトスをも連れて、再びエルサレムに上った。 そこに上

ったのは、啓示によってである。そして、わたしが異邦人の間に宣べ伝えている福音を、人々

に示し、「重だった人たち」には個人的に示した。それは、わたしが現に走っており、また

すでに走ってきたことが、むだにならないためである。」 

「もう一つの福音」と語り、福音とは相容れないものがまことしやかにもう一つの福音とし

てはびこっている、それは異邦人に対して割礼を強いることであったことが分かります。そ

れはユダヤ教からキリスト教への成長に向かって大切なことでした。パウロは教えの確か

さ、福音の真理に立ち、二度と人による誤りによって教えが揺るがされないようにと努めた

のです。 

 

 

序 パウロの回心とバルナバ 

 

使徒 4:22 そのしるしによっていやされたのは、四十歳あまりの人であった。 

 4:23 ふたりはゆるされてから、仲間の者たちのところに帰って、祭司長たちや長老たちが

言ったいっさいのことを報告した。 

 4:24 一同はこれを聞くと、口をそろえて、神にむかい声をあげて言った、「天と地と海と、

その中のすべてのものとの造りぬしなる主よ。 

 4:25 あなたは、わたしたちの先祖、あなたの僕ダビデの口をとおして、聖霊によって、こ

う仰せになりました、『なぜ、異邦人らは、騒ぎ立ち、もろもろの民は、むなしいことを図

り、 

 4:26 地上の王たちは、立ちかまえ、支配者たちは、党を組んで、主とそのキリストとに逆

らったのか』。 

 4:27 まことに、ヘロデとポンテオ・ピラトとは、異邦人らやイスラエルの民と一緒になっ

て、この都に集まり、あなたから油を注がれた聖なる僕イエスに逆らい、 



 4:28 み手とみ旨とによって、あらかじめ定められていたことを、なし遂げたのです。 

 4:29 主よ、いま、彼らの脅迫に目をとめ、僕たちに、思い切って大胆に御言葉を語らせて

下さい。 

 4:30 そしてみ手を伸ばしていやしをなし、聖なる僕イエスの名によって、しるしと奇跡と

を行わせて下さい」。 

 4:31 彼らが祈り終えると、その集まっていた場所が揺れ動き、一同は聖霊に満たされて、

大胆に神の言を語り出した。 

 4:32 信じた者の群れは、心を一つにし思いを一つにして、だれひとりその持ち物を自分の

ものだと主張する者がなく、いっさいの物を共有にしていた。 

 4:33 使徒たちは主イエスの復活について、非常に力強くあかしをした。そして大きなめぐ

みが、彼ら一同に注がれた。 

 4:34 彼らの中に乏しい者は、ひとりもいなかった。地所や家屋を持っている人たちは、そ

れを売り、売った物の代金をもってきて、 

 4:35 使徒たちの足もとに置いた。そしてそれぞれの必要に応じて、だれにでも分け与えら

れた。 

 4:36 クプロ生れのレビ人で、使徒たちにバルナバ（「慰めの子」との意）と呼ばれていた

ヨセフは、 

 4:37 自分の所有する畑を売り、その代金をもってきて、使徒たちの足もとに置いた。 

 

 

使徒 9:1 さてサウロは、なおも主の弟子たちに対する脅迫、殺害の息をはずませながら、大

祭司のところに行って、 

 9:2 ダマスコの諸会堂あての添書を求めた。それは、この道の者を見つけ次第、男女の別

なく縛りあげて、エルサレムにひっぱって来るためであった。 

 9:3 ところが、道を急いでダマスコの近くにきたとき、突然、天から光がさして、彼をめ

ぐり照した。 

 9:4 彼は地に倒れたが、その時「サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害するのか」と呼びか

ける声を聞いた。 

 9:5 そこで彼は「主よ、あなたは、どなたですか」と尋ねた。すると答があった、「わたし

は、あなたが迫害しているイエスである。 

 9:6 さあ立って、町にはいって行きなさい。そうすれば、そこであなたのなすべき事が告

げられるであろう」。 

 9:7 サウロの同行者たちは物も言えずに立っていて、声だけは聞えたが、だれも見えなか

った。 

 9:8 サウロは地から起き上がって目を開いてみたが、何も見えなかった。そこで人々は、

彼の手を引いてダマスコへ連れて行った。 



 9:9 彼は三日間、目が見えず、また食べることも飲むこともしなかった。 

 9:10 さて、ダマスコにアナニヤというひとりの弟子がいた。この人に主が幻の中に現れて、

「アナニヤよ」とお呼びになった。彼は「主よ、わたしでございます」と答えた。 

 9:11 そこで主が彼に言われた、「立って、『真すぐ』という名の路地に行き、ユダの家でサ

ウロというタルソ人を尋ねなさい。彼はいま祈っている。 

 9:12 彼はアナニヤという人がはいってきて、手を自分の上において再び見えるようにして

くれるのを、幻で見たのである」。 

 9:13 アナニヤは答えた、「主よ、あの人がエルサレムで、どんなにひどい事をあなたの聖

徒たちにしたかについては、多くの人たちから聞いています。 

 9:14 そして彼はここでも、御名をとなえる者たちをみな捕縛する権を、祭司長たちから得

てきているのです」。 

 9:15 しかし、主は仰せになった、「さあ、行きなさい。あの人は、異邦人たち、王たち、

またイスラエルの子らにも、わたしの名を伝える器として、わたしが選んだ者である。 

 9:16 わたしの名のために彼がどんなに苦しまなければならないかを、彼に知らせよう」。 

 9:17 そこでアナニヤは、出かけて行ってその家にはいり、手をサウロの上において言った、

「兄弟サウロよ、あなたが来る途中で現れた主イエスは、あなたが再び見えるようになるた

め、そして聖霊に満たされるために、わたしをここにおつかわしになったのです」。 

 9:18 するとたちどころに、サウロの目から、うろこのようなものが落ちて、元どおり見え

るようになった。そこで彼は立ってバプテスマを受け、 

 9:19 また食事をとって元気を取りもどした。サウロは、ダマスコにいる弟子たちと共に数

日間を過ごしてから、 

 9:20 ただちに諸会堂でイエスのことを宣べ伝え、このイエスこそ神の子であると説きはじ

めた。 

 9:21 これを聞いた人たちはみな非常に驚いて言った、「あれは、エルサレムでこの名をと

なえる者たちを苦しめた男ではないか。その上ここにやってきたのも、彼らを縛りあげて、

祭司長たちのところへひっぱって行くためではなかったか」。 

 9:22 しかし、サウロはますます力が加わり、このイエスがキリストであることを論証して、

ダマスコに住むユダヤ人たちを言い伏せた。 

 9:23 相当の日数がたったころ、ユダヤ人たちはサウロを殺す相談をした。 

 9:24 ところが、その陰謀が彼の知るところとなった。彼らはサウロを殺そうとして、夜昼、

町の門を見守っていたのである。 

 9:25 そこで彼の弟子たちが、夜の間に彼をかごに乗せて、町の城壁づたいにつりおろした。 

 9:26 サウロはエルサレムに着いて、弟子たちの仲間に加わろうと努めたが、みんなの者は

彼を弟子だとは信じないで、恐れていた。 

 9:27 ところが、バルナバは彼の世話をして使徒たちのところへ連れて行き、途中で主が彼

に現れて語りかけたことや、彼がダマスコでイエスの名を大胆に宣べ伝えた次第を、彼らに



説明して聞かせた。 

 9:28 それ以来、彼は使徒たちの仲間に加わり、エルサレムに出入りし、主の名によって大

胆に語り、 

 9:29 ギリシヤ語を使うユダヤ人たちとしばしば語り合い、また論じ合った。しかし、彼ら

は彼を殺そうとねらっていた。 

 9:30 兄弟たちはそれと知って、彼をカイザリヤに連れてくだり、タルソへ送り出した。 

 9:31 こうして教会は、ユダヤ、ガリラヤ、サマリヤ全地方にわたって平安を保ち、基礎が

かたまり、主をおそれ聖霊にはげまされて歩み、次第に信徒の数を増して行った。 

 

 

１月も、はや最後の週の礼拝となりました。また降雪がありました。この冬の雪はドカッと

は降りますが、降り続くということはなく、すぐに溶けて道が見える状態でしたが、今回は

どうでしょうか。 

 

さてガラテヤ書も２章に入りまして、あの１章で語られていました「もう一つの福音」時な

んであるのかが見えてまいりました。 

 

2:1 その後十四年たってから、わたしはバルナバと一緒に、テトスをも連れて、再びエルサ

レムに上った。 

 2:2 そこに上ったのは、啓示によってである。そして、わたしが異邦人の間に宣べ伝えて

いる福音を、人々に示し、「重だった人たち」には個人的に示した。それは、わたしが現に

走っており、またすでに走ってきたことが、むだにならないためである。 

 

「異邦人の間に宣べ伝えさせるために、御子をわたしの内に啓示して下さった時、わたしは

直ちに、血肉に相談もせず、また先輩の使徒たちに会うためにエルサレムにも上らず、アラ

ビヤに出て行った。それから再びダマスコに帰った。その後三年たってから、わたしはケパ

をたずねてエルサレムに上り、彼のもとに十五日間、滞在した」…「その後十四年たってか

ら、わたしはバルナバと一緒に、テトスをも連れて、再びエルサレムに上った。」 

 

使徒行伝９章にパウロの回心の記事がありますが、そこにはこうも十年以上に及ぶ、二十年

にも近い彼の神様からの語り掛けをただ待ち望む彼の歩みがあったことを知らされ、その

徹底ぶりには驚かされます。 

 

1:1 人々からでもなく、人によってでもなく、イエス・キリストと彼を死人の中からよみが

えらせた父なる神とによって立てられた使徒パウロ、 

1:11 兄弟たちよ。あなたがたに、はっきり言っておく。わたしが宣べ伝えた福音は人間に



よるものではない。 

 1:12 わたしは、それを人間から受けたのでも教えられたのでもなく、ただイエス・キリス

トの啓示によったのである。 

 

 

ただ神様からの啓示によって生きる。もはや人の「だましごとの哲学」には二度と翻弄され

たくないとの彼の強い思いの現れがここにはあります。 

 

コロサイ 2:8 あなたがたは、むなしいだましごとの哲学で、人のとりこにされないように、

気をつけなさい。それはキリストに従わず、世のもろもろの霊力に従う人間の言伝えに基く

ものにすぎない。 

 2:9 キリストにこそ、満ちみちているいっさいの神の徳が、かたちをとって宿っており、 

 2:10 そしてあなたがたは、キリストにあって、それに満たされているのである。彼はすべ

ての支配と権威とのかしらであり、 

 2:11 あなたがたはまた、彼にあって、手によらない割礼、すなわち、キリストの割礼を受

けて、肉のからだを脱ぎ捨てたのである。 

 

バルナバと一緒に。バルナバこそ、パウロを仲間に導き入れてくれた信仰深い愛情深い恩人

であり、彼は「慰めの子」と呼ばれていました。 

 

 

まっすぐという名の通りに住むアナニヤも神様の前に立派な人でした。 

使徒 9:11 そこで主が彼に言われた、「立って、『真すぐ』という名の路地に行き、ユダの家

でサウロというタルソ人を尋ねなさい。彼はいま祈っている。 

 9:12 彼はアナニヤという人がはいってきて、手を自分の上において再び見えるようにして

くれるのを、幻で見たのである」。 

 9:13 アナニヤは答えた、「主よ、あの人がエルサレムで、どんなにひどい事をあなたの聖

徒たちにしたかについては、多くの人たちから聞いています。 

 9:14 そして彼はここでも、御名をとなえる者たちをみな捕縛する権を、祭司長たちから得

てきているのです」。 

 9:15 しかし、主は仰せになった、「さあ、行きなさい。あの人は、異邦人たち、王たち、

またイスラエルの子らにも、わたしの名を伝える器として、わたしが選んだ者である。 

 9:16 わたしの名のために彼がどんなに苦しまなければならないかを、彼に知らせよう」。 

 9:17 そこでアナニヤは、出かけて行ってその家にはいり、手をサウロの上において言った、

「兄弟サウロよ、あなたが来る途中で現れた主イエスは、あなたが再び見えるようになるた

め、そして聖霊に満たされるために、わたしをここにおつかわしになったのです」。 



人の思いがあり、神様の思いがあります。私たちはまっすぐな神様の道をいつも求めていた

いと願います。 

 

2:2 そこに上ったのは、啓示によってである。そして、わたしが異邦人の間に宣べ伝えてい

る福音を、人々に示し、「重だった人たち」には個人的に示した。それは、わたしが現に走

っており、またすでに走ってきたことが、むだにならないためである。 

 2:3 しかし、わたしが連れていたテトスでさえ、ギリシヤ人であったのに、割礼をしいら

れなかった。 

 2:4 それは、忍び込んできたにせ兄弟らがいたので――彼らが忍び込んできたのは、キリ

スト・イエスにあって持っているわたしたちの自由をねらって、わたしたちを奴隷にするた

めであった。 

 2:5 わたしたちは、福音の真理があなたがたのもとに常にとどまっているように、瞬時も

彼らの強要に屈服しなかった。 

 2:6 そして、かの「重だった人たち」からは――彼らがどんな人であったにしても、それ

は、わたしには全く問題ではない。神は人を分け隔てなさらないのだから――事実、かの「重

だった人たち」は、わたしに何も加えることをしなかった。 

 2:7 それどころか、彼らは、ペテロが割礼の者への福音をゆだねられているように、わた

しには無割礼の者への福音がゆだねられていることを認め、 

2:8 （というのは、ペテロに働きかけて割礼の者への使徒の務につかせたかたは、わたしに

も働きかけて、異邦人につかわして下さったからである）、 

 2:9 かつ、わたしに賜わった恵みを知って、柱として重んじられているヤコブとケパとヨ

ハネとは、わたしとバルナバとに、交わりの手を差し伸べた。そこで、わたしたちは異邦人

に行き、彼らは割礼の者に行くことになったのである。 

 

この「おもだった人たち」もまた人々の間で重鎮であった、教会を背負って立つ柱である人

たちでしたが、彼らは「忍び込んできたのは、キリスト・イエスにあって持っているわたし

たちの自由をねらって、わたしたちを奴隷にするため」というような人たちのような過ちを

犯さず、テトスのような非ユダヤ人である異邦人ギリシャ人をも割礼を強いることはあり

ませんでした。 

 

2:5 わたしたちは、福音の真理があなたがたのもとに常にとどまっているように、瞬時も彼

らの強要に屈服しなかった。 

 

キリストの福音はユダヤ教の教えの 

 

使徒 10:1 さて、カイザリヤにコルネリオという名の人がいた。イタリヤ隊と呼ばれた部隊



の百卒長で、 

 10:2 信心深く、家族一同と共に神を敬い、民に数々の施しをなし、絶えず神に祈をしてい

た。 

 10:3 ある日の午後三時ごろ、神の使が彼のところにきて、「コルネリオよ」と呼ぶのを、

幻ではっきり見た。 

 10:4 彼は御使を見つめていたが、恐ろしくなって、「主よ、なんでございますか」と言っ

た。すると御使が言った、「あなたの祈や施しは神のみ前にとどいて、おぼえられている。 

 10:5 ついては今、ヨッパに人をやって、ペテロと呼ばれるシモンという人を招きなさい。 

 10:6 この人は、海べに家をもつ皮なめしシモンという者の客となっている」。 

 10:7 このお告げをした御使が立ち去ったのち、コルネリオは、僕ふたりと、部下の中で信

心深い兵卒ひとりとを呼び、 

 10:8 いっさいの事を説明して聞かせ、ヨッパへ送り出した。 

 10:9 翌日、この三人が旅をつづけて町の近くにきたころ、ペテロは祈をするため屋上にの

ぼった。時は昼の十二時ごろであった。 

 10:10 彼は空腹をおぼえて、何か食べたいと思った。そして、人々が食事の用意をしてい

る間に、夢心地になった。 

 10:11 すると、天が開け、大きな布のような入れ物が、四すみをつるされて、地上に降り

て来るのを見た。 

 10:12 その中には、地上の四つ足や這うもの、また空の鳥など、各種の生きものがはいっ

ていた。 

 10:13 そして声が彼に聞えてきた、「ペテロよ。立って、それらをほふって食べなさい」。 

 10:14 ペテロは言った、「主よ、それはできません。わたしは今までに、清くないもの、汚

れたものは、何一つ食べたことがありません」。 

 10:15 すると、声が二度目にかかってきた、「神がきよめたものを、清くないなどと言って

はならない」。 

 10:16 こんなことが三度もあってから、その入れ物はすぐ天に引き上げられた。 

 10:17 ペテロが、いま見た幻はなんの事だろうかと、ひとり思案にくれていると、ちょう

どその時、コルネリオから送られた人たちが、シモンの家を尋ね当てて、その門口に立って

いた。 

 10:18 そして声をかけて、「ペテロと呼ばれるシモンというかたが、こちらにお泊まりでは

ございませんか」と尋ねた。 

 10:19 ペテロはなおも幻について、思いめぐらしていると、御霊が言った、「ごらんなさい、

三人の人たちが、あなたを尋ねてきている。 

 10:20 さあ、立って下に降り、ためらわないで、彼らと一緒に出かけるがよい。わたしが

彼らをよこしたのである」。 

 10:21 そこでペテロは、その人たちのところに降りて行って言った、「わたしがお尋ねのペ



テロです。どんなご用でおいでになったのですか」。 

 10:22 彼らは答えた、「正しい人で、神を敬い、ユダヤの全国民に好感を持たれている百卒

長コルネリオが、あなたを家に招いてお話を伺うようにとのお告げを、聖なる御使から受け

ましたので、参りました」。 

 10:23 そこで、ペテロは、彼らを迎えて泊まらせた。翌日、ペテロは立って、彼らと連れ

だって出発した。ヨッパの兄弟たち数人も一緒に行った。 

 10:24 その次の日に、一行はカイザリヤに着いた。コルネリオは親族や親しい友人たちを

呼び集めて、待っていた。 

 10:25 ペテロがいよいよ到着すると、コルネリオは出迎えて、彼の足もとにひれ伏して拝

した。 

 10:26 するとペテロは、彼を引き起して言った、「お立ちなさい。わたしも同じ人間です」。 

 10:27 それから共に話しながら、へやにはいって行くと、そこには、すでに大ぜいの人が

集まっていた。 

 10:28 ペテロは彼らに言った、「あなたがたが知っているとおり、ユダヤ人が他国の人と交

際したり、出入りしたりすることは、禁じられています。ところが、神は、どんな人間をも

清くないとか、汚れているとか言ってはならないと、わたしにお示しになりました。 

 10:29 お招きにあずかった時、少しもためらわずに参ったのは、そのためなのです。そこ

で伺いますが、どういうわけで、わたしを招いてくださったのですか」。 

 10:30 これに対してコルネリオが答えた、「四日前、ちょうどこの時刻に、わたしが自宅で

午後三時の祈をしていますと、突然、輝いた衣を着た人が、前に立って申しました、 

 10:31 『コルネリオよ、あなたの祈は聞きいれられ、あなたの施しは神のみ前におぼえら

れている。 

 10:32 そこでヨッパに人を送ってペテロと呼ばれるシモンを招きなさい。その人は皮なめ

しシモンの海沿いの家に泊まっている』。 

 10:33 それで、早速あなたをお呼びしたのです。ようこそおいで下さいました。今わたし

たちは、主があなたにお告げになったことを残らず伺おうとして、みな神のみ前にまかり出

ているのです」。 

 10:34 そこでペテロは口を開いて言った、「神は人をかたよりみないかたで、 

 10:35 神を敬い義を行う者はどの国民でも受けいれて下さることが、ほんとうによくわか

ってきました。 

 10:36 あなたがたは、神がすべての者の主なるイエス・キリストによって平和の福音を宣

べ伝えて、イスラエルの子らにお送り下さった御言をご存じでしょう。 

 10:37 それは、ヨハネがバプテスマを説いた後、ガリラヤから始まってユダヤ全土にひろ

まった福音を述べたものです。 

 10:38 神はナザレのイエスに聖霊と力とを注がれました。このイエスは、神が共におられ

るので、よい働きをしながら、また悪魔に押えつけられている人々をことごとくいやしなが



ら、巡回されました。 

 10:39 わたしたちは、イエスがこうしてユダヤ人の地やエルサレムでなさったすべてのこ

との証人であります。人々はこのイエスを木にかけて殺したのです。 

 10:40 しかし神はイエスを三日目によみがえらせ、 

 10:41 全部の人々にではなかったが、わたしたち証人としてあらかじめ選ばれた者たちに

現れるようにして下さいました。わたしたちは、イエスが死人の中から復活された後、共に

飲食しました。 

 10:42 それから、イエスご自身が生者と死者との審判者として神に定められたかたである

ことを、人々に宣べ伝え、またあかしするようにと、神はわたしたちにお命じになったので

す。 

 10:43 預言者たちもみな、イエスを信じる者はことごとく、その名によって罪のゆるしが

受けられると、あかしをしています」。 

 10:44 ペテロがこれらの言葉をまだ語り終えないうちに、それを聞いていたみんなの人た

ちに、聖霊がくだった。 

 

ガラテヤ 2:6 そして、かの「重だった人たち」からは――彼らがどんな人であったにして

も、それは、わたしには全く問題ではない。神は人を分け隔てなさらないのだから――事実、

かの「重だった人たち」は、わたしに何も加えることをしなかった。 

 2:7 それどころか、彼らは、ペテロが割礼の者への福音をゆだねられているように、わた

しには無割礼の者への福音がゆだねられていることを認め、 

 

 

神様はちょうどこの時ペテロにも、「神は人をかたよりみないかたで、神を敬い義を行う者

はどの国民でも受けいれて下さることが、ほんとうによくわかってきました。」使徒 10：34-

35 ということを教えておられました。 

 

主だった人々。良き評判を得て重んじられて柱とされている人々。しかし神様はそのように

重んじられている人も、そうでない人をも、ユダヤ人をも異邦人をも人を分け隔てしないお

方です。 

 

 

マルコ 10:13 イエスにさわっていただくために、人々が幼な子らをみもとに連れてきた。

ところが、弟子たちは彼らをたしなめた。 

 10:14 それを見てイエスは憤り、彼らに言われた、「幼な子らをわたしの所に来るままにし

ておきなさい。止めてはならない。神の国はこのような者の国である。 

 10:15 よく聞いておくがよい。だれでも幼な子のように神の国を受けいれる者でなければ、



そこにはいることは決してできない」。 

 10:16 そして彼らを抱き、手をその上において祝福された。 

 

10:24 弟子たちはこの言葉に驚き怪しんだ。イエスは更に言われた、「子たちよ、神の国に

はいるのは、なんとむずかしいことであろう。 

 10:25 富んでいる者が神の国にはいるよりは、らくだが針の穴を通る方が、もっとやさし

い」。 

 10:26 すると彼らはますます驚いて、互に言った、「それでは、だれが救われることができ

るのだろう」。 

 10:27 イエスは彼らを見つめて言われた、「人にはできないが、神にはできる。神はなんで

もできるからである」。 

 10:28 ペテロがイエスに言い出した、「ごらんなさい、わたしたちはいっさいを捨てて、あ

なたに従って参りました」。 

 10:29 イエスは言われた、「よく聞いておくがよい。だれでもわたしのために、また福音の

ために、家、兄弟、姉妹、母、父、子、もしくは畑を捨てた者は、 

 10:30 必ずその百倍を受ける。すなわち、今この時代では家、兄弟、姉妹、母、子および

畑を迫害と共に受け、また、きたるべき世では永遠の生命を受ける。 

 10:31 しかし、多くの先の者はあとになり、あとの者は先になるであろう」。 

 10:32 さて、一同はエルサレムへ上る途上にあったが、イエスが先頭に立って行かれたの

で、彼らは驚き怪しみ、従う者たちは恐れた。するとイエスはまた十二弟子を呼び寄せて、

自分の身に起ろうとすることについて語りはじめられた、 

 10:33 「見よ、わたしたちはエルサレムへ上って行くが、人の子は祭司長、律法学者たち

の手に引きわたされる。そして彼らは死刑を宣告した上、彼を異邦人に引きわたすであろう。 

 10:34 また彼をあざけり、つばきをかけ、むち打ち、ついに殺してしまう。そして彼は三

日の後によみがえるであろう」。 

 10:35 さて、ゼベダイの子ヤコブとヨハネとがイエスのもとにきて言った、「先生、わたし

たちがお頼みすることは、なんでもかなえてくださるようにお願いします」。 

 10:36 イエスは彼らに「何をしてほしいと、願うのか」と言われた。 

 10:37 すると彼らは言った、「栄光をお受けになるとき、ひとりをあなたの右に、ひとりを

左にすわるようにしてください」。 

 10:38 イエスは言われた、「あなたがたは自分が何を求めているのか、わかっていない。あ

なたがたは、わたしが飲む杯を飲み、わたしが受けるバプテスマを受けることができるか」。 

 10:39 彼らは「できます」と答えた。するとイエスは言われた、「あなたがたは、わたしが

飲む杯を飲み、わたしが受けるバプテスマを受けるであろう。 

 10:40 しかし、わたしの右、左にすわらせることは、わたしのすることではなく、ただ備

えられている人々だけに許されることである」。 



 10:41 十人の者はこれを聞いて、ヤコブとヨハネとのことで憤慨し出した。 

 10:42 そこで、イエスは彼らを呼び寄せて言われた、「あなたがたの知っているとおり、異

邦人の支配者と見られている人々は、その民を治め、また偉い人たちは、その民の上に権力

をふるっている。 

 10:43 しかし、あなたがたの間では、そうであってはならない。かえって、あなたがたの

間で偉くなりたいと思う者は、仕える人となり、 

 10:44 あなたがたの間でかしらになりたいと思う者は、すべての人の僕とならねばならな

い。 

 10:45 人の子がきたのも、仕えられるためではなく、仕えるためであり、また多くの人の

あがないとして、自分の命を与えるためである」。 

 

10:42 そこで、イエスは彼らを呼び寄せて言われた、「あなたがたの知っているとおり、異

邦人の支配者と見られている人々は、その民を治め、また偉い人たちは、その民の上に権力

をふるっている。 

 

支配者と「見られている」人々、彼らもまた評判の良い重んじられた人たちでした。しかし

私たちはイエス様をこそ人生の師として重んじていきたいのです。 

 

へブル 

 12:1 こういうわけで、わたしたちは、このような多くの証人に雲のように囲まれているの

であるから、いっさいの重荷と、からみつく罪とをかなぐり捨てて、わたしたちの参加すべ

き競走を、耐え忍んで走りぬこうではないか。 

 12:2 信仰の導き手であり、またその完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、走ろうではないか。

彼は、自分の前におかれている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字架を忍び、神の御座

の右に座するに至ったのである。 

 12:3 あなたがたは、弱り果てて意気そそうしないために、罪人らのこのような反抗を耐え

忍んだかたのことを、思いみるべきである。 

 12:4 あなたがたは、罪と取り組んで戦う時、まだ血を流すほどの抵抗をしたことがない。 

 12:5 また子たちに対するように、あなたがたに語られたこの勧めの言葉を忘れている、／

「わたしの子よ、／主の訓練を軽んじてはいけない。主に責められるとき、弱り果ててはな

らない。 

 12:6 主は愛する者を訓練し、／受けいれるすべての子を、／むち打たれるのである」。 

 12:7 あなたがたは訓練として耐え忍びなさい。神はあなたがたを、子として取り扱ってお

られるのである。いったい、父に訓練されない子があるだろうか。 

 12:8 だれでも受ける訓練が、あなたがたに与えられないとすれば、それこそ、あなたがた

は私生子であって、ほんとうの子ではない。 



 12:9 その上、肉親の父はわたしたちを訓練するのに、なお彼をうやまうとすれば、なおさ

ら、わたしたちは、たましいの父に服従して、真に生きるべきではないか。 

 12:10 肉親の父は、しばらくの間、自分の考えに従って訓練を与えるが、たましいの父は、

わたしたちの益のため、そのきよさにあずからせるために、そうされるのである。 

 12:11 すべての訓練は、当座は、喜ばしいものとは思われず、むしろ悲しいものと思われ

る。しかし後になれば、それによって鍛えられる者に、平安な義の実を結ばせるようになる。 

 12:12 それだから、あなたがたのなえた手と、弱くなっているひざとを、まっすぐにしな

さい。 

 

◇祈祷；天の父なる神様、今日の礼拝を感謝します。福音の真理がいつ

もとどまり、人の考えや自分自身の思いにもとらわれず、「信仰の導き

手であり、またその完成者であるイエス」様を見つめることが出来ます

ようにお導きください。あらゆる苦しめる方々を神様の救いと平安の

中にお導き下さい。私たちの家族と、地域の方々を祝福して下さい。私

たちをお用い下さい。主イエス様の御名によって祈ります。アーメン 

 


